
電気用品安全法の解釈 － 対象非対象関係 

      平成３０年８月８日 製品安全課 
商品名等 
（電気用品名等） 多目的スタンド 

１ 当該商品等の概要 
 
○用途、機能、性能 

本製品は、多数の電気機器に電源供給が可能なキャスター付スタンドで、電源

配線の乱雑さ及び移動時の安定性の低下を解消することを目的としている。使用

用途は特に限定していないが、医療現場での使用を想定した場合、輸液／シリン

ジポンプを多数使用する際に活用でき、電源コードが整頓されることによって、

感染源となり得る電線の汚れや手足による引掛けの予防、省スペース等の効果が

期待できる。 
 

○構造、仕様、意匠 

支柱部分にサーキットプロテクタと１０口のアース極付差込み口があり、脚部

にはキャスターが取り付けられている。交流主電源への接続のために、支柱下部

に差込みプラグ付の電源コードが取り付けられている。支柱上部にはフックを有

しており、輸液パック等をつり下げることができる。また、支柱側面には接続機

器取付けバーを取り付けることができ、電源接続した電気機器をバーにクランプ

固定することができる。 

 
○主な使用者、販売先 

病院、診療所等 
 
 
 
 

２ 対象・非対象の解釈 

 

特定電気用品以外の電気用品のうち、交流用電気機械器具の「コンセント付家具」

として取り扱う。 

 

 

（理由） 

医療現場等、用途が特定されておらず、取り付けられているフックやバーを利用

した様々な使用方法が考えられることから、日本標準商品分類の中分類８３－家具

の「その他の家具」に相当すると解釈し、「コンセント付家具」で対象として取り

扱うことが妥当と判断する。 

 

 

 

 

 
 


